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2019 年 11 月 11 日 

ベトナムの人口黄金期 

2034-2039年に最大に（修正版） 

 

ベトナム国立社会保障人口問題研究所元所長のグエン・ディン・クー氏は、ベトナムの

生産年齢人口（15-64歳）が 2034-2039年ごろ最大に達すると予測した。 

 

同国の人口黄金期（生産年齢人口が、それ以外の人口より多い（２倍以上）状態）は

2006年に始まり、2042年まで続くと予測されており、経済成長に貢献するとされる人口

構成の黄金期は、今後 22年続くことになる。 

 

2017 年の生産年齢人口は人口の 68％、約 6,500 万人であった。このうち半数以上が

34 歳以下で最新技術の習得や転職上の柔軟性に富む世代である。今後 7,200 万人

にまで拡大するとみている。 

 
 

以上 

出所：世界銀行のデータをもとにキャピタル アセットマネジメントが作成 
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